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平尾から望む残雪の浅間山と平尾山の尾根（右手前）

（2009 年4 月撮影：H.Musha）

  

 

 

◇季節は移り変わり春です。 

この冬は“暖冬”と呼ぶにふさわしく、降雪も少なく、気

温も例年より高く暖かい気候が長く続きました。 

そうは言っても、冬は冬なのでやっぱりそれなりに寒か

った様な気もします。 

また、せっかく雪が降っても積雪量が少なく、大雪が逆

に恋しくなったりもしませんでしたか？ 

子供たちが少ない雪をかき集めて雪合戦や雪だるまを

作ったりしている姿を見ると、もっと降り積もれば楽しそう

なのにと思う反面、大雪にならなくて良かったと思ったり

もしました。 

地球温暖化は、冬のシステムまで狂わせているのでしょ

うか？ 

 

◇前回この紙面にて発表しました「環境（エコ）川柳大

賞」ですが、その後の反応が今ひとつなのが残念で

す。次回開催も検討していますので皆さんのたぐいまれ

なる才能を是非発揮していただきたいと思います。 

次回開催に際しては、投稿受付期間を長くしますので、

皆さんからの投稿をお待ちしています。 

 

◇さて、ＩＳＯも４月からは２００９年度の活動に入ってお

ります。活動が活発にならなければいけない時期なの

ですが、例年この４月は書類の作成が多くて逆に停滞

気味になります。やるべき事は決まっていますので気を

抜かないで活動を推進するようお願いします。 

 
本号の内容 

Ｐ 項数 項  目 

1 １ 4～6 月に実施する事項 

2 ２ トキが長野にやって来た！ 

 3 会社組織変更 

3 4 内部環境鑑査結果報告 

4 5 環境関連トピックス 

 6 モータ技術展について 

 7 第６回サーベイランス審査について 
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１．4～6 月に実施する事項 

・４月～６月及び７月期に実施／活動する事項です。 

月 内  容 

2008 年度

３月

２００9 年度 教育計画の作成／審査／承認 

内部環境監査フォローアップ監査 

内部環境監査クロージングミーティング 

ＥＭＰのまとめ（第四節：末日） 

２００８年度ＥＭＰ総合評価／まとめ 

2009 年度

４月

マネジメントレビュー 

環境方針の見直し 

２００9 年度 目的・目標の設定 

２００9 年度 ＥＭＰの作成 

各文書類の見直し～５月初旬 

定期環境管理委員会（月末か 5 月初旬） 

※審査機関対応準備開始 

５月 各種文書類、記録類の点検 

第６回 サーベイランス審査（２０／２１日予）

６月 審査指摘事項へのフォロー（報告書） 

ＥＭＰまとめ（２００9 年度 第一節：末日） 

※ EMP＝「環境マネジメントプログラム」の略

審査までに、部署の記録類（教育、ＰＤＣＡ、点検）や文書類

（手順書など）の見直しが終了しているように準備をお願いしま

す。ふと気が付くと審査日は迫っています。早めの準備対応で

ゆとりを持って対応しましょう。 

目的・目標は、2007 年～2009 年度の３カ年の終年となりま

す。３年間の結果を集約する年となりますので活動が停滞しな

いように活発的なＩＳＯへの行動をお願いします。 
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２．トキが長野にやって来た！ 

このＩＳＯ１４００１Ｎｅｗｓで何度も取り上げているトキですが、野生復帰のために昨年 9 月に放鳥された

トキ（当時10羽放鳥、現存確認数8羽、１羽死亡、１羽不明）がついに長野県内で確認されました。 
時代はさかのぼり、大正末期15年(1926 年)、岸野村（現佐久市岸野）に飛来が確認された最後のトキから83

年の時（トキ）を経て再びトキが長野にやってきた！ 
３月２日、長野市内で１羽が飛来したのが確認されました。環境省によると、新潟県佐渡市で昨年９月、野生

復帰に向けて試験的に放鳥され、今年２月２８日に新潟県上越市に飛来した３歳の雌の可能性が高い。上水内郡

信濃町でも１日、同一とみられるトキを住民が目撃した。放鳥されたトキを新潟県以外で確認したのは初めて。

 ２日にトキが見つかったのは、長野市東部の田畑に囲まれた水路。午前９時５０分ごろ、女性（６５）が自宅

近くに舞い降りた鳥を見つけ、デジタルカメラで撮影。信濃毎日新聞社を通じて画像を見た環境省関東地方環境

事務所（さいたま市）がトキと確認した。女性によると、トキは撮影直後に飛び立ち、上空を旋回しながら北西

の方角へ向かったという。 
 佐渡トキ保護センター（佐渡市）は昨年 9 月 25 日にトキ 10 羽を放ち、27 年ぶりに野生に返した。同事務所

によると、このうち１羽が死に、１羽が行方不明。上越市や長野市で見つかったのは、残り８羽のうち唯一本州

にいるトキとみられる。 
 上越市と長野市の直線距離は５０キロほど。同事務所によると、トキは時速約６０キロで飛ぶといい、担当者

は「餌を求めて長野県側へ移動したのではないか」と話している。（3月3日付 信濃毎日新聞紙面より） 
その後、同じトキが４日に木島平村で滞在しているのが確認されている。 
本州にはその他に２羽が飛来している。 

トキには個体番号が書かれたマーカーを足につけており、この識別に 
よりどの個体が発見されたのか分かるようになっています。また、一部 
の個体にはＧＰＳ機能を付けてあり、位置や移動距離などの確認するの 
に利用しています。長野に飛来したトキは「３」でした。 
 
 トキの放鳥には目的があり、野性に返して定着させること同時にペアに 
なって繁殖して個体数（子孫）を増やすことなのですが・・・・ 
佐渡島に現在唯一残っているは雌１羽と雄1羽がペアになっているのが 

確認されています。その他、島内に残る雄3羽、本州に雌3羽がいますが、 
ペアになる確立は離ればなれとなっているので低いと見られています。 
（その他、不明1羽（雄）、死亡１羽（雌）） 
今後もトキの行動に目が離せませんが、今年中には何組かのペアが誕生して 
いることを願っています。 

参考資料：信濃毎日新聞、佐渡トキ保護センターＨＰ、新潟日報社、画像出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

３．組織変更 ４月１日付けで会社組織の変更がありましたので新組織図を掲載します。（ＩＳＯの組織図ではありません） 

　役　付

【新　設】 代表取締役 中川正

専務取締役 取締役副社長 中川正人

常務取締役 専務取締役 赤羽根賢

総務課　（旧：経理課） 常務取締役 鈴木順一

取締役工場長 清水光弘
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トキの剥製（写真） 
http://upload.wikimedia.org/ 
wikipedia/commons/3/33/ 
Nipponia_nippon.png より 



 - 3 -

 

４．内部環境監査結果報告 

2008年度内部環境監査が2月9日から12日にかけて実施されました。 
内部監査員は、初回監査よりご苦労いただいている４名（依田課長、土屋課長、井出課長、菊池係長）により

行われました。ここ数年は、被監査部署毎にリーダーを選出して実施されており内部監査員としての力量もＵＰ

されたと思われます。 
（１）監査日程 

月 日 監査時間 監査リーダー 被監査部署 被監査部署の出席者 

２月9 日  ９：００～１０：００ 土屋課長 開発課 依田課長、清水主任 

 １０：０５～１０：５５ 土屋課長 経理課 小林課長 

 １１：００～１２：００ 井出課長 管理課 土屋課長、岩井課長、櫻井 

２月10 日  ９：００～１０：００ 菊池係長 製造課 油井課長、小林 

 １０：０５～１１：００ 土屋課長 営業課 井出課長、中山課長 

 １１：０５～１２：００ 菊池係長 品質保証課 古澤課長 

２月12 日  ９：００～１０：００ 井出課長 プレス係 石井主任、柳沢 

 １０：０５～１０：５０ 依田課長 環境管理責任者／事務局 中山課長、武者係長 

 １１：００～１２：００ 井出課長 設備課 柳沢課長、菊池係長 

(2)監査チーム 

監査チーム：被監査部署毎にリーダーを選出して１人１部署以上を受け持ち監査を実施しました。 

(3)オープニングミーティング 

監査前の初回会議（オープニングミーティング）は、２月４日の生産実行会議時に行われました。 

(4)クロージングミーティング 

 ３月＊＊日の部署長朝礼時に実施し終了しました。 

(5)監査指摘事項の抜粋 〔全文は掲載していません〕 

◆環境管理責任者／事務局 ： Ｃ指摘 ２件 

     4.4.5 文書管理 ・・・ マニュアルと環境法規一覧表において、文書保存期間に整合性が見られません 

◆営業課 ： Ｃ指摘 １件 

     4.4.2 力量、教育･訓練及び自覚 ・・・ 教育計画に基づいた実施記録が見えません 

◆経理課 ： Ｃ指摘 １件 

     4.4.6 運用管理 ・・・ 削減効果に対する記録類のアピールが不足しています 

◆管理課 ： Ｃ指摘 １件 

     4.4.2 力量、教育･訓練及び自覚 ・・・ 教育訓練の指導記録と受講記録の区別がされていません 

◆製造課 ： Ｃ指摘 1 件 

     4.4.5 文書管理 ・・・ 文書のファイリングに工夫が必要と思われます 

◆開発課 ： Ｃ指摘 １件 

     4.4.6 運用管理 ・・・ 運用した結果についての記録が不足しています 

◆品質保証課 ： 指摘事項なし 

◆設備課 ： Ｃ指摘 １件 

     4.4.6 運用管理 ・・・ 運用した結果についての記録が不足しています 

◆プレス係 ： Ｃ指摘 ３件 

     4.4.2 力量、教育･訓練及び自覚 ・・・ 教育受講記録がみえません 

(6)総括 

・ＩＳＯ活動も試用期間も含めて９年活動しておりますが、いまだ業務とＩＳＯ活動が一体化していない 

様に受け取れます。以下の点は今後の活動に生かすように心掛けてください。 

＊ 実施した事項に対して必ず記録すること。 
＊ 文書は常に最新版を保持しておくこと。 
＊ 受理した情報は早急に発信し、利害関係者に知らせること。 

    ＊ 計画した事項にとらわれず、常に最新の案件を持って活動すること。（マンネリ化させない） 
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５．環境関連トピックス 

①この冬は記録的な暖冬 
冒頭にも記述しましたが、この冬は記録的な暖冬となり各地で観測史上からも特異な記録を残しています。 
松本と軽井沢では、2008年12月－2009年2月の平均気温が松本2.3度、軽井沢氷点下0.8度で、ともに平年

を 1.9 度上回りました。1899（明治 32）年から統計を取り始めている松本は、これまで最高だった 1978 年 12
月－79年2月の2.2度を0.1度更新。1942年からの記録が残る軽井沢も同期間の氷点下0.9度を0.1度上回った。

 気象庁によりますと、今冬の平均気温が過去最高だったのは全国でほかに、釧路、広尾（ともに北海道）、河口

湖（山梨県）の3地点でした。県内の他地点は長野2.3度（平年0.3度）、飯田3.3度（同1.7度）、諏訪1.4度（同

氷点下0.4度。長野県内で最高気温が零度を下回る「真冬日」は、平年約20日ある軽井沢でも5日しかなく、長

野（平年約9日）と諏訪（同約7日）で１日ずつ、松本と飯田はなかった。 
◆佐久の気温（2007年12－08年2月と08年12－09年2月の平均気温比較） 

2007年12月 1.4度       2008年12月 2.2度（前年比 プラス0.8度） 
2008年1月 マイナス2.1度   2009年1月 マイナス0.8度（前年比 プラス1.3度） 

  2008年2月 マイナス2.7度   2009年2月 1.1度（前年比 プラス3.8度） 
 真冬日の日数・・・2008年1月：６日、2月：４日、2009年は1月･2月ともに真冬日は無し 
 昨年と比較しただけでも今年は平均気温が高いことが分かります。 
②ゲリラ豪雨は今年もあるのか？（EICネット） 
2008年の流行語にもなった「ゲリラ豪雨」。ここ数年、猛暑などの異常気象が毎年の話題となっていますが、08

年の夏は短時間で局所的な激しい雨を降らせた“集中豪雨”が各地で多発しました。 

佐久での昨年の１時間最大降雨量としては8月30日の34mm（その日の24H降雨量は58.5mm）。全国では、8月

26日から31日にかけての集中豪雨で愛知県岡崎市の１時間雨量146.5mmを記録しています。 
今年も集中豪雨＝ゲリラ豪雨が発生するのでしょうか？ 

参考資料：ＥIＣネット、環境省、気象庁、信濃毎日新聞 

６．モータ技術展について 
 
TECHNO-FRONTIER 2009 
第27回モータ技術展が幕張メッセにて 
4月15日（水）～17日（金） 
〔10:00～17:00〕の期間開催されます。 
 
当社は出展しませんが、国内外のモータ

メーカーが一堂に会する展覧会です。 
関係するユーザー企業も多く出展して

います。 
興味のある方は、団体（会社）で行く予

定がありますのでお早めに応募下さい。 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの事前登録が必要となります。 
（次回、ISONewsで報告できそうな話

題があれば取り上げて報告いたします） 

 
 

７．第６回サーベイランス審査について 
今年度の審査は、５月20日、21日の２日間実施されます。 
審査員は、市村氏です。 
下記に現在決定している審査の時間割を掲載します。 
審査対象となる部署は都合を合わせてください。お願いします。

月/日 時 間 内 容 
 13:00-13:20 開始会議（部署長全員） 
 13:20-13:40 経営者面談（経営層） 

5/20 13:40-16:00 管理責任者（環境管理責任者・事務局） 
水曜日 16:00-16:40 審査チーム日毎会議 
 16:40-17:00 組織との日毎会議（部署長全員） 

 09:00-10:00 総務課／営業課 
 10:00-11:00 製造課／プレス係 

5/21 11:00-12:00 品質保証課 
木曜日 13:00-14:00 審査チーム日毎会議 

 14:00-14:30 終了会議（部署長全員）  
 

◆ 次号 ： 通巻１4 号 ７月発行（予定） ◆ 
✍ 編 集 後 記  

◆年明けがこの前と思ったら、新年度が来てしまいました。 
審査も来月に控え、各部署においても書類等の作成や確認に追われ

ていると思います。日頃から実施されている場合には苦でもありま

せんが、貯め込んでしまうと確認作業だけでも大変です。 
このＩＳＯNewsも折を見ては作成していますが、さすがに過去の

ような8 ﾍﾟｰｼﾞは作成できなくなりました。（残念） 

 

企画・作成・編集 ： 武者 弘文（副環境管理責任者） 

発 行 責 任 者 ： 中山 俊明（環境管理責任者） 

発         行 ： 日精電機株式会社 ISO14001 環境管理事務局 

 

お知らせ  ISO14001 Newsは、季刊紙です。四半期に１度、1／４／７／１０月に発行します。 


